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ボーリング柱状図
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上部0.10mまでは粗砂主体
粘性中位，含水少ない黒ボク主体
φ10～50mm程度の亜円礫混入
φ100～150mmの亜角礫点在
粘性中位，含水少ない
植物根をやや多く混入

粘性中位，含水多い
二次堆積のロームと推察される
GL-1.60m付近，コア長100mm(推
定礫径300mm)程度の玉石混入
φ2～50mm程度の円～亜円礫(安
山岩質で硬い礫)主体
礫間は粗砂，粘土にて充填
コア長50～100mm(推定礫径
150～300mm)程度の玉石点在
含水中位～やや多い
GL-5.20m付近，コア長250mm(推
定礫径750mm程度)の玉石混入

粒径不均一な火山灰質粗砂主体
多量の粘土，φ2～20mm程度の円
礫混入
含水やや少ない
所々，固結した状態である
全体に密実に締った状態である

粒径不均一で締った火山灰質砂主
体
φ2～50mm程度の火山礫を多く混
入
礫は軟質でMCにて容易に掘削可能
コア長50～150mm(推定礫径
150～450mm)程度の玉石混入
安山岩質でMCで掘削可能
推定礫径はφ270cm(コア長の3倍
)程度
粒径不均一で締った火山灰質砂主
体
φ2～50mm程度の火山礫を多く混
入
礫は軟質でMCにて容易に掘削可能
コア長50～200mm(推定礫径
150～600mm)程度の玉石混入
GL-11.5m付近，コア長200mmの
玉石確認
安山岩質でMCで掘削可能
推定礫径はφ150cm(コア長の3倍
)程度
粒径不均一で締った火山灰質砂主
体
φ2～50mm程度の火山礫を多く混
入
安山岩質でMCで掘削可能
推定礫径はφ285cm(コア長の3倍
)程度
粒径不均一で締った火山灰質砂主
体
φ2～50mm程度の火山礫を多く混
入
礫は軟質でMCにて容易に掘削可能
コア長50～250mm(推定礫径
150～750mm)程度の玉石混入
GL-14.1m付近，コア長250mmの
玉石確認
GL-14.8m付近，コア長150mmの
玉石確認
GL-15.8m付近，コア長130mmの
玉石確認
粒径不均一で締った火山灰質砂主
体
φ2～50mm程度の火山礫を多く混
入
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粒径不均一で締った火山灰質砂主
体
φ2～50mm程度の火山礫を多く混
入

粒径不均一で締った火山灰質砂主
体
φ2～50mm程度の火山礫を多く混
入
礫は軟質でMCにて容易に掘削可能
コア長50～300mm(推定礫径
150～900mm)程度の玉石混入
GL-17.3m付近，コア長300mmの
玉石確認
GL-19.2m付近，コア長300mmの
玉石確認
GL-20.9m付近，コア長100mmの
玉石確認
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